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平
成
二
十
年
度
生
涯
学
習
塾
の
合
同

発
表
会
と
閉
講
式
を
、
ア
ク
シ
ス
か
つ

ら
ぎ
と
古
奈
公
民
館
で
開
催
し
、
生
涯

学
習
塾
の
受
講
生
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
約
一
年
間
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
で
は
三
十
六
講

座
・
約
千
九
百
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

書
道
や
生
け
花
、
水
墨
画
、
写
真
、
折

り
紙
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が

並
び
ま
し
た
。
ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
も
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
着
付
け
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
民
謡
な
ど
十
六
講
座

が
発
表
し
、
古
奈
公
民
館
で
は
茶
道
の

体
験
、
そ
ば
打
ち
講
座
に
よ
る
試
食
な

ど
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
す
べ
て
の
発
表
終
了
後
、
閉

講
式
を
開
催
し
、
平
成
二
十
年
度
の
生

涯
学
習
塾
は
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

一
年
間
の
集
大
成
披
露

生
涯
学
習
塾
発
表
会
・
閉
講
式

撲
滅
！
振
り
込
め
詐
欺

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会分かりやすいと好評だった職員による寸劇

来場者を楽しませた幅広いジャンルの展示作品

3／15

暖
冬
の
影
響
を
見
越
し
て
、
三
月
末
に

早
め
の
開
催
と
な
っ
た
『
狩
野
川
さ
く
ら

祭
り
』
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
。
し
か
し
予

想
は
外
れ
、
当
日
の
サ
ク
ラ
並
木
の
開
花

状
況
は
一
〜
二
分
咲
き
程
度
で
し
た
。

そ
れ
で
も
ス
テ
ー
ジ
上
に
は
、
和
太
鼓

や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
、
市
内
外
八

団
体
が
入
り
乱
れ
、
色
と
り
ど
り
の
花
を

添
え
ま
し
た
。
途
中
、
来
場
者
も
一
緒
に

歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
す
る
場
面
も
あ
り
、

会
場
が
一
体
と
な
っ
て
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

な
お
、
実
際
に
サ
ク
ラ
並
木
が
満
開
に

な
っ
た
の
は
、
そ
の
一
週
間
後
の
四
月
四

日
前
後
で
し
た
。
観
光
協
会
で
は
、『
自

然
の
気
ま
ぐ
れ
』
に
合
わ
せ
て
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
も
四
月
十
一
日
ま
で
延
長
し
、
多
く

の
花
見
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

三
月
末
、
大
仁
中
学
校
に
新
し
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
新
校
舎

建
設
工
事
を
、
来
年
三
月
の
完
成
を
目
指

し
て
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
従

来
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
約
半
分
が
使
え
な
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
校
舎
に
先
行
し
て
、

中
学
校
裏
の
旧
大
仁
町
鍋
沢
町
営
住
宅
跡

地
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
造
成
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
名
は
、
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト

で
最
も
多
か
っ
た
案
を
採
用
し
、『
か
し

わ
グ
ラ
ウ
ン
ド
』と
命
名
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
面
積
は
六
千
百
六
十
五

平
方
�r
で
、
照
明
柱
二
基
、
散
水
施
設
や

降
雨
増
水
時
の
調
整
池
も
備
え
た
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。『
か
し
わ
グ
ラ
ウ
ン

ド
』
は
、
す
で
に
四
月
か
ら
体
育
授
業
や

放
課
後
の
部
活
動
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

サクラは咲かずとも盛り上がったステージイベント

新校舎建設に先立って完成した『かしわグラウンド』

か
し
わ
グ
ラ
ウ
ン
ド
誕
生

大
仁
中
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事

PICK
UP!

桜
ま
だ
で
も
会
場
熱
気

狩
野
川
さ
く
ら
祭
り
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
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今
年
の
テ
ー
マ
は
『
振
り
込
め
詐
欺

の
防
止
』。
韮
山
時
代
劇
場
に
、
市
民

約
三
百
五
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
行
わ
れ
た
の
が
、
寸
劇
『
新
型

詐
欺
だ
よ
、
お
っ
か
さ
ん
』
の
公
演
。

市
職
員
有
志
が
犯
人
役
や
被
害
者
役
を

演
じ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
現
金
を

だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
手
口
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
県
警

の
犯
罪
抑
止
対
策
担
当
者
が
実
例
や
デ

ー
タ
に
基
づ
き
、
実
際
の
詐
欺
の
手
口

や
対
策
を
講
演
し
ま
し
た
。

そ
し
て
会
場
の
全
員
が
、「
日
ご
ろ

か
ら
注
意
す
る
よ
う
家
族
で
話
し
合

う
」「
一
人
で
判
断
せ
ず
家
族
や
警
察
、

市
役
所
な
ど
に
相
談
す
る
」
な
ど
の

『
振
り
込
め
詐
欺
被
害
撲
滅
宣
言
』を
読

み
上
げ
、
防
犯
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
の
消
防
団
任

命
式
を
長
岡
体
育
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
土
屋
實
み
の
る

消
防
団
長
が
登

壇
し
、
新
役
員
や
新
入
団
員
へ
の

辞
令
交
付
、
退
団
者
へ
の
感
謝
状

贈
呈
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

日
本
消
防
協
会
よ
り
、
二
十
二
年

間
勤
続
し
て
い
る
川
口
成
久
班
長

（
第
一
分
団
）
へ
精
績
賞
の
授
与

が
あ
り
ま
し
た
。

伊
豆
の
国
市
消
防
団
は
新
し
い

体
制
で
、
今
年
度
も
『
自
分
た
ち

の
ま
ち
』を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

任
命
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

本
部

副
団
長

石
井
巌
雄

本
部
長

松
下
昌

本
部
長

山
口
秋
妃
古

第
一
分
団

分
団
長

渡
辺
直
人

副
分
団
長
　
芹
澤
広
之

部
長
　
足
立
浩
男
、
大
沢

真
彦
、
松
下
博
司
、
松
下

佑
介

班
長
　
丹
澤
朗
宏
、
杉
山

和
裕
、
野
口
健
一
、
川
口

成
久

新
入
団
員
　
畠
山
智
和
、

鈴
木
達
也
、
鈴
木
勇
樹
、

阿
倍
亮
真
、
吉
田
友
樹

第
二
分
団

分
団
長

山
田
英
貴

副
分
団
長
　
岩
崎
克
彦

部
長
　
水
口
裕
介
、
町
田
一
剛
、

杉
山
正
樹

班
長
　
伊
藤
俊
輔
、
成
川
弘
行
、

芦
川
義
大

新
入
団
員
　
笹
沼
一
樹
、
深
澤
雅

章
、
久
保
正
和
、
杉
山
侑
大
、
相

磯
雅
宏

第
三
分
団

分
団
長

水
口
学

副
分
団
長
　
田
口
卓
也

部
長
　
水
口
明
士
、
佐
野
和
正
、

内
田
航
、
殿
岡
裕
行

班
長
　
竹
下
達
矢
、
津
田
憲
一
、

内
田
祐
太
、
花
村
嘉

新
入
団
員
　
大
島
翔
太
、
菊
池
圭

介第
四
分
団

分
団
長

小
澤
竜
哉

副
分
団
長
　
徳
武
宏
和

部
長
　
清
水
重
貴
、
植
松
正
輝
、

斉
藤
政
実
、
小
澤
悟
志

班
長
　
鈴
木
正
幸
、
山
田
典
亮
、

橋
本
光
、
朝
香
太
郎

新
入
団
員
　
中
嶋
明
、杉
山
亮
介
、

萩
原
才
典
、
久
保
田
洋
輔
、
田
中

章
弘
、
関
野
陽
平

第
五
分
団

分
団
長

今
田
広
記

副
分
団
長
　
鈴
木
誠

部
長
　
堀
井
和
雅
、
監
物
宏
昌
、

久
保
田
寧
光
、
小
林
弘
之
介

班
長
　
堀
池
純
平
、
小
川
彰
弘
、

高
井
一
樹
、
濱
洋
和

新
入
団
員
　
石
井
悠
馬

第
六
分
団

分
団
長
　
木
内
洋
介

副
分
団
長
　
二
藤
新

部
長
　
山
田
勇
介
、
土
屋
誠
、
渡

辺
広
行
、
彦
坂
吉
保

班
長
　
二
藤
光
、
小
山
善
弘
、
石

渡
輔
、
池
谷
晋

新
入
団
員
　
木
下
優
平
、
櫻
井
和

八
、
木
内
拓
也

第
七
分
団

分
団
長

武
田
亮

副
分
団
長
　
松
下
千
春

部
長
　
小
早
川
隆
行
、
長
谷
川
雄

太
、
川
口
雄
介
、
河
原
崎
仁

班
長
　
日
吉
大
吾
郎
、
秋
山
成
、

高
橋
紀
之
、
鈴
木
信
介

新
入
団
員
　
長
谷
川
泰
之
、
塩
澤

裕
介
、
水
野
知
彦
、
佐
藤
直
哉

第
八
分
団

分
団
長

高
橋
裕

副
分
団
長
　
渡
辺
篤
史

部
長
　
大
村
壽
正
、
沓
間
建
、
芹

澤
友
樹
、
神
田
豊
通

班
長
　
瀧
澤
洋
司
、
山
田
誠
司
、

石
川
喬
之
、
三
谷
岳

新
入
団
員
　
山
口
貴
裕
、
石
橋
宏

康
、
稲
村
秀
宣
、
平
井
賢
太
郎
、

山
下
靖
貴
、
石
井
智
則
、
遠
藤
祥

伍
、
芹
澤
利
裕
、
大
久
保
広
彬
、

細
田
幸
司

第
九
分
団

分
団
長

望
月
良
則

副
分
団
長
　
菊
池
裕
之

部
長
　
鈴
木
悠
介
、
小
川
正
樹
、

萩
原
孝
大
、
菊
池
智
文

班
長
　
中
村
友
也
、
石
橋
義
臣
、

菊
池
昭
雄
、
山
口
健
太
郎

新
入
団
員
　
板
倉
雅
樹
、
杉
崎
進

一
郎
、
渡
辺
彰
文
、
渡
辺
則
斗

第
十
分
団

分
団
長

杉
山
大
一

副
分
団
長
　
土
屋
貴
之

部
長
　
西
島
基
弘
、
佐
藤
広
和
、

古
屋
寿
洋
、
三
枝
文
和
、
本
多
太

樹
、
今
井
文
亮

班
長
　
梅
原
良
浩
、
土
屋
邦
行
、

若
松
宏
直
、
田
谷
裕
介
、
遠
藤
陽

介
、
川
口
為
織

新
入
団
員
　
川
端
祐
輝
、
小
野
田

竜
也
、
小
田
島
俊
也
、
川
口
雄
太

第
十
一
分
団

分
団
長

渡
辺
富
士
男

副
分
団
長
　
小
田
川
真

部
長
　
飯
田
貴
久
、
梶
山
義
人
、

平
野
滋
、
渡
邉
樹
一

班
長
　
堀
江
卓
正
、
杉
山
剛
弘
、

細
金
智
弘
、
相
原
忠
明

新
入
団
員
　
新
村
大
、石
垣
大
輔
、

堀
江
茂
也

第
十
二
分
団

分
団
長
　
伊
郷
孝
浩

副
分
団
長
　
高
田
哲
也

部
長
　
山
口
新
哉
、
新
村
直
人
、

森
智
也
、
矢
田
尚
嗣

班
長
　
矢
田
智
人
、
渡
辺
稔
、
矢

田
貴
士
、
渡
辺
勝
大

新
入
団
員
　
田
口
皇
太
、
細
川
喜

宏
、
矢
田
聖

４／５

新
体
制
で
自
ら
の
ま
ち
守
り
ま
す

平
成
二
十
一
年
度
伊
豆
の
国
市
消
防
団
任
命
式

新入団員を代表して宣誓を読み上げる新村大さん（第１１分団）
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